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中近東フィｰルド｡ノｰト③

レバノ'ン1エクスカｰション

高橋漕(技術部)

応用地質学センタｰの年中行事の一つに国外地質巡検

旅行がある.ごの地質巡検旅行に参加できるのはい

わゆる“Bコｰス"一鉱物資源系ならば鉱山地質･地

球物理･地球化学の一年間の理論実習コｰスｰを無事

パスした学生達である.巡検旅行は普通夏休み前の6

月中旬から2ないし3週間か予定されこの巡検が終る

と夏休み.休みカ湖ければ修士論文のためのフィｰル

ドワｰクカミ始まるので学生達にとってもっとも楽しい

時期である.

芯角地質学センタｰが1971年初頭の運営委員会(B…d

Tm･t･･ofC･nt･･f…ApPli･dG･o1ogy)の決定でいわゆ

る『訓練センタｰ』から修士課程の『大学院大学』に変

り学生達もスタッフもやや浮足だっていた時運営委

員長であるヤマニ石油鉱物資源相の提案で新しい

StudyP1anの作製とともに急に国外への地質巡検旅

行がきまった.ちょうどタノ･ランの石油鉱山大学を訪

問していたAUB(ベイルｰト･アメリカ大学)の地質学部

長のヘイドン教授(DLZRB酊･㎝･)の進言で第1回

の巡検はレバノンに決まった.このレバノン巡検以

後毎年国外に出掛けるのが恒例と狂った(第1表).

今から考えるとわれわれカミレバノン巡検を行った

1971年4月はレバノンにとって対外的にも国内的にも

もっとも静穏な時期だったようである.

1967年6月のいわゆる｢六目間戦争｣第3次中東戦

争でアラブ側は手ひどい打撃を受けエジプト･シリア･

ヨノレダンの正規軍に代ってパレスチナ･コプンドを中心

とするゲリラ活動カミ次第に激しくなり1969年から1970

年にかけて最高潮に達した.1970年9月の有名なライ

ラ･ハリヅドなどのパレスチナ･コマンドによるノ･イジ

ャヅク事件いわゆる｢黒い九月｣として有名祖蜂起し

たヨノレダンのパレスチナ･コマンドをヨノレダン軍が徹底

的に磯城した事件放とが次ぎ次ぎに勃発した.中東

情勢が極度に緊張したこの時期に｢ナセル死す｣のニュ

ｰスカミ突如世界を襲った.9月28目であった.ナセ

ルの死去を契機として世界的危機にまで高まったパレス

チナ･コマンドとヨノレダン軍とのヨノレダン紛争レバノ

ンでの左派右派の争いは一挙に沈静化しベイノレｰト

もカイロも一時的に虚脱状態となり一種の無政府状態と
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レバノンの位置とレバノ

ンの地形区分
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なっていた.レバノンは!973年4月にイスラエル特攻

隊がベイルｰトに夜陰に乗じて侵入しパレスチナ･ゲ

リラ指導者3名を暗殺する事件が発生するまで極めて

平穏な時期を楽しむことができた.この事件はふたた

びレバノンの与論を二分し政府軍とパレスチナ･ゲリ

ラの衝突にまで発展しさらには1975年2月にレバノン

南部のサイｰダの事件を引きがねとして20ヵ月余にわ

たる内戦が始まったわけである.われわれの巡検はレ

バノン国民がナセルの死去の虚脱状態から立ち直り平和

を楽しみはじめた時期にあたり治安もよく平穏そのも

のであった.

中東戦争を頂点とする中近東の動乱以来レバノンと

首都ベイノレｰトの名は世界申に知れわたりレバノンで

騒ぎカミ起こるたびにサウジアラビアに住むわれわれに

御見舞の手紙を日本からいただき面映ゆい思いをした

ことを思い出す.レバノンから約2,000キロ離れた紅

海岸のジェッダに住むわれわれにはいつも全く何の影響

もなかったから･…･･.この世界中に有名になったレバ

ノンとベイノレｰトは近隣のアラブ講国に住む人々にと

っては青い海と白い雪カジノと美味しい食事などを

憶いおこす中近東のオアシスであこがれの地であった.

1971年4月20目学生達は一足先きに空路ベイルｰト

に向いわれわれ教授4人はユネスコのプロジェクトカ

ｰで陸路ベイルｰトに向った.ジェッダｰベイルｰト間

2,100キロを空路では2時間20分で飛ぶが陸路ではヨ

ノレダンとシリア経由で約30時間走らねばならない.ヨ

表1応用地質学センタｰの国外地質巡検旅行

�巡検地域�内容

1971年�レバノン�レバノン全土ベイルｰト･アメリ

��カ大学(AUB)の協力による

1972年�スカンジナビア�ストックホノレムからオス1コまで地

��質と鉱床ヨテボリ大学の協カｰ

��部はその後モントリオｰルのIGC

��に参加

1973年�イタリア�中南部の火山岩と火砕流地熱地

��帯ピザ大学の協力

1974年�キブ回ス･トルコ�中止

1975年�スペイン�アンダルシアの鉄鉱床リオ･ティ

��ソト鉱山恋どスペイン地質調査

��所協力

1976年�カナダ東部�主としてプレカンブリア紀の層状硫

��化物鉱床ウエスタン･オンタリ

��オ大学協力

1977年�アメリカ中西部�ソルトレイク･シナイを中心とした

��ホｰフィリｰ銅鉱床ユタ大学協

��カ

1978年�モロッコ�モロッコ政府の協力による燐鉱

��床ほか

写真2

フェニキアホテルを中心とするベイルｰトの繁華街1975年

以来の内戦でこの付近も大きな被害をうけほとんど廃堀と

柱ったといわれる

写真1レバノン杉の巨木レバノンの国旗にも使われている

レバノン杉(CedarS)はフェニキアの昔から船材として重

用されフェニキアの繁栄を招いたが現在はレバノン山脈

サウダ山の南西麓で約20歩みられるにすぎず貴重校天然記

念物として保護されている

写真3

ベイルｰトの象徴である｢鳩の措｣(PigeonGr洲｡)白亜紀上

部セノマニアンのサンニン石灰岩(SannineLimestone)より汝ゆ

見事恋斜層理が観察される�
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ルダンでの｢黒い九月｣の騒乱後半年しか経っておらず

一抹の不安はあったカミプロジェクトカｰに大きく書か

れた国連のマｰクをたよりにアクセルを踏みこんだ.

ジェッダｰベイルｰト間2,100キロはヨルダンのアンマン

シリアのダマスカス経由でアンマンあたりで一泊の予定だっ

た.道中は極めて順調だったがサウジアラビアとヨルダン

の国境ヨルダン領内ヨルダンとシリアの国境で引っかかり

国遠のレセバセ(通行証)をもっているのに他の連中より数倍

も厳しくチエヅクされた.とくにオランダ人のマイネ博士は

関所ごとに一人だけ別室に連れこまれ厳重な身体検査と荷物

検査をやられ靴まで脱がされる始末だった.あれこれたづね

ているうちに原因は彼がこの巡検のためにジェッダのスｰクで

買った中国製のブｰツにあることが判った1このブｰツは通

称｢フエダイｰン･ブｰツ｣といわれ中国から寄贈品として

パレスチナ･ゲリラコマンドに贈られたため当時パレスチ

ナ･ゲリラの服装はまちまちだったが靴はほとんど全員か

｢フェダイｰン･ブｰツ｣をはいていた.共産国を忌み嫌っ

ているサウジアラビアに何故中国(RedChina)産のブｰツが

売られていたか不思議に思われるかも知れないが“政経分離"

で安い中国製品の輸入は当時問題はなかった.例の｢黒い九

月｣といわれパレスチナ･ゲリラを繊滅してシリアに逐い出

したヨルダンでは残留しているパレスチナ人達の挙動に神経

を尖がらせておりパレスチナ人達もヨルダン軍を刺激しない

ようにかりそめにも｢フェダイｰン･ブｰツ｣枚とはヨルダ

ン領内でははかなかった.それとは知らずマイネ博士は堂々

と｢フェダイｰン･ブｰツ｣で歩きまわっていた…….ヨル

ダン国境を越えてシリア領内に入るとダマスカスまでの道路

沿いにパレスチナ･ゲリラのテントが延々と連なりテントに

出入りするコマンド違は全部｢フェダイｰン･ブｰツJをはい

ていた.｢フェダイｰン･ブｰツ｣は薄茶色ズック製明るい

茶色のゴム底で新しいときには足元ばかり目立つようにみえる

派手なブｰツである.

政情が平穏になっていたとはいえこの時期には動乱

の緊張がのこり各処でいろいろた小さな事件が起こっ

ていた･ともあれわれわれは無事にベイノレｰトに到

着した.

レバノンのプロファイル

応用地質学センタｰの第1回の地質エクスカｰション

に選ばれたレバノン共和国は名カミ売れている割りには

意外と小さい国で日本の一つの県ほどの広さしかなく

(総面積10･230平方キロ)酉は地中海に面し東と南でシ

リアとイスラエノレと国境を接し南北217キロ東西32

～56キロの細長い形をしている.この南北に長いレバ

ノンはほぼ南北に海岸線に平行して走る二つの急峻な山

脈により地域に分けられている.地中海岸より西から

東へ

��

��

��

��

海岸地帯

レバノン山脈

ペッカ地溝帯

アンチ･レバノン山脈

の4地域である.

(1)海岸地帯一平均約20キロ幅の狭い地中海東海岸地帯

で夏は暑く湿度が高い.冬は温暖で雨が多い.年

間降雨量は700ミリから850ミリ.その85%は11月から

3月までとりわけ12月から2月に集中する.全体に

肥沃でよく灌概されている.北部と南部の平地は比較

的広く農業が盛んである.

��

レバノン山脈一海岸地帯に平行して走る南北50キ

ロのレバノン山脈の山岳地帯でレバノンの風景のもっ

とも著しい特徴を形成する.北部のアッカｰル平野か

ら突如として襲え立ち南部のリタニ川に至るこの山脈

は平均高度約2,000メｰトル最南峰3,083メｰトノレ

のクルナト･アッサウダをもつ急峻赦山岳で一年の半

分近くは雪をいただく.気候は夏次お涼しく国内は

写真4レバノン山脈の木陰で案内のヘイドン教授の説明をきく一行写真5

5月はじめの雪に驚く学生達サンニン山の峠付近�
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もとより近隣アラブ諸国を中心に多くの避暑客カ淋し

寄せ冬は各地にスキｰ場が開かれる.多孔質の石灰

岩地帯のため土壌は概してやせているが西側面はよく

耕作されており緑地が多い､

(3)ベツ劣地溝1帯一寸バノン山脈とその東に平行に走

るアンティ･レバノン山脈に囲まれた幅8～18キロ長

さ約120キ目標高平均900メｰトルの高原.この高

原のほぼ中央にある町バｰルベック付近が分水嶺と狂

って歴史に名高いリタニ川とオ回ンテス川がそれぞれ南

北に流れる.前者は南部レバノンの国境近くを大きく

西に曲り後者はシリアから南部トルコのアンタキアを

経てそれぞれ地中海に注ぐ.気候は大陸性で年間降

雨量は南部で600ミリ北部で200ミリ～250ミリでレ

バノン最大の農業地帯である.

(4)アンチ･レバノン山脈一ペッカ地溝帯の東レバ

ノン山脈と平行して走る山脈であるが前者ほど急峻で

荏い.平均高度2,000メｰトル最高峰2,440メｰト

ルで大部分がシリアと接する.またこの山脈が南部で

途切れた延長上にイスラエル国境に接した独立峯聖

書に名高いヘルモン山(2,814メｰトル)があり1967年

以来パレスチナ･ゲリラのイスラエルベの侵入路の一つ

となっている.総じて不毛であり人口も希薄である.

(小山茂樹:レバノンp.28-30昭52中央公論杜)

海岸線から急に襲え立つレバノン山脈で代表される急

峻な地形にもかかわらずレバノンの道路網は大変良く

発達している.レバノンとアンチ･レバノンの二山脈

を横断するベイノレｰトｰダマスカス街道(1863年開通)と

海岸線を走るベイノレｰトｰトリポリ街道ベイルｰトｰ

ジドンｰティｰノレ街道が幹線道路で山岳地帯でも入り

くんだ道路が四通八達しており道路の総延長は6,300キ

ロ舗装率は約85%で道路普及率は1平方キロ当り

0.62平方キロで(1970年当時)ほぼ欧州なみである.

レバノンの人口は大変暖昧で250万人とも300万人と

もいわれていたカ主1975年2月以来20ヵ月続いた内戦に

よる人口流出は大きい.レバノンは中近東でも最も教

育･文化の普及した国の一つであるのにその人口がは

っきりし恋いのは複雑た宗教上･政治上の問題が絡んで

第2次大戦以後全く国勢調査は行われておらず(1943年

に連合軍の手で食糧配絡の目的で人口調査が行われたがその結

果は公表されでい次い)各処で発表されているレバノン

の人口はいずれも推定の域を出ない(例えばFAOの推定

208万人一!965年;至MFの推定295万人…9?3年;国連の推定

270万人一1973年).海外に移住したレバノン人の数は本

国在住の人達よりも多く約400万人といわれており海

外からの送金はレバノンの収入源の一つになっていた.

レバノンの内戦の原因の一つに挙げられるのは複雑荏

宗教問題である.レバノンは｢生きた宗教史の博物館｣

といわれる程多くの宗教･宗派が入りまじりこれが政

治問題と絡んで一層複雑にしている.マロン派ギリ

シア正･旧教で代表されるキリスト教の宗派スンナ派

シｰア派ドルｰズ派の三大回教の宗派を含めて10以上

の宗派がレバノン各地に散在している.フランスの委

任統治時代の1920年に宗派のバランスをとって政治的安

定をはかる意味から国会議員や閣僚の議席を按分する

宗派的比例代表制が採用されこの制度は独立後も永続し

ている.とのため宗派の増減を明らかにする公式の人

口調査はどれかの宗派の反対で実行されなかった.(1931

年以後キリスト教徒と回教徒の比率は6対5とされ改変されて

い狂い.回教徒の人口増加率は寺リスト教徒によりはるかに

高いというのが定説であるが……,)

たぜこのような複雑校宗教1宗派がこの狭いレバノン

に生まれたのであるうか?フユニキア以来｢中東の十

字路｣といわれ古くからレバノンは酉グ)ヨｰロッパ

写真6エクスカｰションの小休止でレバノン式シｰシャ(水煙草)を

楽しむ学生達

写真7レバノン山脈イブラヒム川上流の山道でみられる道路標式

瞼しい山肌を縫って二車線の舗装道路カミ四通八達している�
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写真8

ベイルｰトの北15キロの犬の川(N出re1Kalb)にかかる犬の橋

犬の川の海岸沿いの岩肌に刻まれた碑文はエジプトのラムセス二世以来第二次

大戦の英燐軍まで19を数完レバノンカミ｢中東の十字路｣として侵略を受けた歴史

を物語っている

嚢いニハの回一マ時代の神殿

.襲の遺跡(画歴一世紀)の壁

トリポリの小高い丘の上の

十字軍の城(十二世紀)ト

リポリはレバノン第二の都

市でシリアのホムスヘの

交通の要衝でイクラのキ

ルクｰクよりのパイプライ

ンの終点でもある

写真9

典型的なロｰマ時代の神殿の遺跡バｰル

ベックレバノン最大の観光遺跡でベヅ

カ地溝帯のほぼ中央部にある写真は

ジュピタｰ神殿の大円植

写真12

レバノン南部のペッカ地溝帯リタニ川沿い断崖の下に聲える十字

軍の古城

写真13

ベイルｰトの南のレバノン山脈にあるベィト･エル･ディｰ

ンバシｰル二世(1788-1840)により建設された宮殿で

この宮殿建設にはレバノンやダマスカスのモザイク･大理

石の職人や建築家淋動員され40年の歳月カ三費やされた今

日でもこの宮殿はレバノン大統領の夏の官邸であると同時に

博物館として公開されている�
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と東のアジアを結ぶ通路でありまたアフリカとアラビ

アヘの入口でもあった地理的条件と日本での平家の落人

達が山深く隠れ住んだように時代により侵入者に逐わ

れた各宗派の人達が急峻な山地に住みついたためであろ

う.

ベイノレｰトの北15キロの犬の川の河口に近い海沿いの

岩肌に此の地レバノンを通った侵略者達が勝利の碑文を

刻んでいったがエジプトのラムセス二世の碑文に始ま

り最後の自由フランス軍の碑文まで19にもおよび数

千年にわたるレバノン侵略の歴史を象徴している.

1975年2月に始まっ定レバノン内戦は複雑た宗教宗派

とからんだ｢政治の安定｣がバランスを崩しまたアラ

ブとイスラエノレとの戦いのしわ寄せカミｰ挙にレバノンに

集ったためともいわれている.その後シリア軍の進駐

でまた南部レバノンヘの国連軍の常駐で小康状態にあ

るが右派キリスト教徒とシリア軍との衝突も伝えられ

レバノンの平和はいつ回復できるか判らない状態である.

早くベイノレｰトのノ･ムラ通りのカフェｰでコｰヒｰを飲

みたがらトップモｰドの女性達を眺められる時代カミふ

たたび訪れることを切望している.

レバノンという国名がアラム語(古シリア語)のラバン

(Lab･n)の｢白｣から由来している.レバノン山脈に

は五月末頃まで雪が残り地中海の青い海とレバノン山

脈の白い雪とのコントラストはきわめて印象的である.

またレバノンとシリア地方を｢レバント｣と呼ぶことが

あるがこれはフランス語の1eマantr目の出｣からきた

もので元来は地中海の東部地域全般を指していた.

アラビア人がモロッコ･アノレシェリア･チュニジア地域

を｢マグレブ｣(アラビア語で目の入り酉の端)と呼んで

いるのと同じよう故意味である.ところカミ1920年以

後フランスによるシリアとレバノンの委任統治が始まっ

た後この両国を｢レバント｣と呼ぶようになった.

レバノンの地質

レバノンに入って気が付くのは街道から見えるほと

んどの家が石造りそれも淡灰色か淡黄色の石灰岩で造

られている.この石灰岩造りの家々で象徴されるよう

にレバノンの大部分はジュラ紀初頭から現世にかけて

の約5,800mにもおよぶ石灰岩を主体とした海成炭酸塩

岩類で覆われている.そのため石灰岩地域に特徴的な

カノレスト地形一一鐘乳洞ドリｰネウバｰレラピエ

だと一がレバノン山脈を中心に各処でみられる.レ

バノンとシリア(いわゆるレバント地方)の地質調査研究は

1920年以降のフランスによる委任統治後ノレイ･デュブ

トレ博士(DLL･u玉･D･･皿･m･･)を中心とナるフランス

の地質家達により精力的にすすめられ1946年にフラン

スの委任統治軍が完全に撤退してレバノンが実質的に独

立した後もこれらの地質家達はレバノン政府の公共事

業省(Mini･t…d･･T･･v･uxPubli･･)に残り図幅調査

石油をはじめとする鉱物資源調査に従事していた.地

質図幅はトリポリホムズベイルｰトおよびグマス

の1/200,000の4シｰトと約20枚の1/50,000地質図幅

からなり(第2図)さらにデュブトレ博士により1/200,o00

のレバノン地質図が1955年にまとめられている.ノレ

イ･デュブトレ博士は現在パリの古生物学研究所に所属

され1930年から!970年にいたる約40年にわたって

｢レバント｣地方の地質にたずさわった｢レバント地質

の父｣といわれている老大家である.

アメリカ大学での地質巡検のためのブリｰフィングで

は二週間の巡検の見どころとして

(1〕ジュラ紀の初めから新第三紀まで続く炭酸塩岩を主体とす

る海成層準の層序と地史さらに石灰岩地域に特有在地形

(2)死海地溝の延長部に当るペッカ地溝帯それに伴った断層

群

(3)約6,000皿にもおよぶ層厚をもつこれらの海成層準に溶せ

石油やガスが出ないのか?

などが挙げられ景色に酔って肝心の地質を見忘れるな

と繰返し注意された.

実際に巡検が始まってみると注意されるまでもなく

素晴らしい景観に圧倒され学生達はホテノレに戻って地
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図2レバント(レバノンおよびシリア)地方の地質図幅

(レバノン公共事業省出版)�
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裳2

レバノシの麗序

(BEYDoUN1977により編集)

�時代�岩石単位の岩質と分布�海進く→海退

�鮮新統��

�(O-400m)�北部下リボリ地域玄武岩溶岩流と海成層の指交�

新��不整合�

第�上部��

�中新統�礫岩砂岩泥岩湖成石灰岩局地的{こ蒸発岩がみられる新築�

一一一�(20ト800m)�三紀の変動のため層厚岩質は一定しない�

��不整合�

系�中部��

�中新統�浅海性石灰岩岩相変化が著しく隆成砕屑岩が各処にみられる�

�㈶�㌲ね��

�中･下都�地域的不整合�

古�始新統�始新統･暁新統はペッカ地溝･南レバノン･トリポリの一部に限ら�

第一�(ト80刷�れる浅海性石灰岩�

二���

系�暁新統��

�(O-300m)�時に石灰岩を爽む石灰質頁岩とマｰル上部層にチャｰトを爽む.�

��地域的隆起と局地的上昇�

�セノニアン��

�(ト600m)�淡色チョｰク状･合グロビゲリナ石灰質頁岩とマｰル･海綿石を含�

��む上都に燐鉱床ペッカ地溝とレバノン山脈南によく発達一�

��局地的不整合�

白�テュロニアン��

�(O-200m)�警箕鴛膿節獅灰岩(ニニ1期�

�セノマニアン�時に石灰質頁岩を爽む層状石灰岩とドロマイトこれらの層厚は�

亜�(750m)�レバノン全土と近隣諸国への海進を代表アンチ･レバノン山脈で�

��はヤノマニアン末期に海進､(サンニン石灰岩)�

�アルビアン��

�(150m)�鱗状および砕屑性石灰岩を爽む石灰質頁岩(ネミゼラス層)�

系�アプテイアン�浅海性および沿岸性の砂岩鱗状石灰岩'(ジェジン石灰岩)を爽む�

�(250m)�このジェジン石灰岩(50m)は崖をつくりマｰカｰとなる�

�ウィｰルド階�シルト岩･'褐炭粘土･洪水堆積物を來む斜層理をもつ砂岩局地的�

�“GresdeBase"�には砂層性石灰岩を爽む北で薄くなり消滅する(基底砂岩)�

�㈵ね��

��不整合�

�マノレム��

�(火山岩累層)��

ジ�(450m)�1手痛顯籔雛111/三好繍�

ユ���

�ドガｰ�完全にドロマイト化した塊状石灰岩(ケスルワン石灰岩)�

ラ�(800m)�玄武岩溶岩をヘルモン山附近で來む�

系��カルスト地形をつくる�

質の整理に頭を痛めまたフィｰルドでは各地層に化石

を産するのでやや化石の説明が長すぎフィｰノレド･ノ

ｰトを埋め切れなかったようである.学生達がもっと

も楽しみにしていたジェイタ鍾乳洞見学は雨期明け

(雨期11月一4月)のため鐘乳洞内の水量が多く残念ながら

割愛された.

(1)レバノンの層序と地史

レバノンの層序と地史は第2表にまとめられている.

炭酸塩岩を主体とする海成層準の堆積は海進･海退を繰

り返しながらジュラ紀初めから始新世中期まで続く.

ジュラ紀末に強い地域的隆起がおこり全域にわたって海

退し著量の大陸性砂岩を堆積し炭酸塩岩の堆積の一区

切りとなっている.この砂岩は｢白亜紀基底砂岩｣

(G･6･d･B…)と呼ばれ北アフリカの｢ヌビア砂岩｣

と対比されている.その後アプティアンに再び海進カミ

起こりセノマニアンで最盛期に達し厚い層状石灰岩を

堆積した.テュロニアンから海は浅く狂りセノニア

ンのチョｰク状マｰルの分布は限られている.さらに

古第三紀の堆積物の分布は局地的となり中新世の海は�



口59一

海岸地帯に限られほぼ現在の地形に近付いている.

レバノンで確認された最古の露頭はドッガｰ統の

バジョシアンに属し北レバノンのイブラヒム川の

川底とヘノレモン山西麓で見られるが(R酬･･…

1955)古いジュラ紀下部のライアス続の可能性も

あるといわれている.

火山作用はジュラ紀のドッガｰおよびマノレム統

白亜紀のアプティアンおよび新第三紀でみられい

ずれも玄武岩溶岩流である.しかしこれらの溶岩

流は約5,800mの厚さをもつ主層序のごく一部を占

めるにすぎない.

中生代および古第三紀の岩石の露頭は大部分が石

灰岩で石灰質頁岩とマｰルは全層準の15%以下で

ある.新第三紀は主に砂岩や礫岩からなり大陸性

層序と考えられている.

(2)レバノンの構造地質

地形的にレバノンは地中海から東へ向って海岸

平野レバノン山脈ペッカ地溝帯およびアンチ･

レバノン山脈に区分されることは既に述べたが第

3図のレバノンの地質図に示されるようにレバノ

ンおよびアンチ･レバノン山脈は北北東一南南西方

向の断層によって形成された地塁ペッカはこれら

地塁と断層で境する地溝でありレバノンの地質構

造を大きく支配している.レバノン山脈とペッカ地溝

帯とはヤムｰネ断層で区切られこの断層は西ヨノレダン

谷断層の北の延長部に当り南部では垂直のくいちがい

は3,000mにも及んでいる.アンチ･レバノン山脈と

ペッカ地溝帯との境界では大部分は酉に急傾斜した携曲

で局地的に正断層に移行している.この構造運動レ

バノンおよびアンチ･レバノン山脈の隆起とペッカの沈

36'00-E36宮
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図3レバノンの地質(BEYDoUN1977}こより編集)
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隆は新第三紀初めに始まり鮮新世～洪積世の時期にペッ

カ地溝帯を形成したと考えられている.ベヅカ地溝帯

はいわゆる｢死海地溝帯｣の北の延長部とされている.

一般にレバノンでの構造は

(1)主要注北北東一南南西方向の断層に支配され副次的な

(2〕北北酉一南南東ないし北酉一南東方向の断層および

写真14

ベイルｰト川沿いの町ドｰル･ジョエル付近より北東を望む

手前はジュラ紀上部の石灰岩･白亜紀下部の基底砂岩層･ジェ

ジン石灰岩層遠貴は白亜紀上部セノマニアンのサンニン石灰

岩層から佐るサンニン山

写真15

断層で切られた白亜紀下部のジェジン石灰岩(Jez2ineLime-

sto皿e)多くの場合このジェジン石灰岩(層厚50～80m)は

断崖をつくり地形的マｰカｰとなっている�
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図4

35N死海地溝帯北部の断層群

(DUBERTRET1970より)

㌴一

㌳一

図5

死海地溝帯における左ずれ変位の証拠

(宝来･鎮西1971より)

A-A':鮮新世一洪積世境界頃に活動

した玄武岩の分布の南縁

B-B':中新世末の玄武岩の南縁

C-C':ジュラ紀の分布(亀印)の北限

言二言1:鴫蒜二ζ路衆

分布の北限と南限

E-E':三畳紀の分布(^印)

FF1:チュｰロニアン下部の泥岩の

厚い部分(打点部)

G-G一:下部古生代中の鍋･マンガン

鉱層

I-I':プレカンブリア紀の分布
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(3)東北東一西南西方向の断層がみられ

(4)最後に最も若い東西方向の断層運動カミ認められる

レバノンの構造運動は重直か高角度の正断層のくいちカミ

いにより特長づけられ'小規模な水平運動は副次的で大

きな逆断層は全くみられない.

レバノン山脈はベイルｰトの北で地中海に急傾斜し

東側では東に緩やかに傾斜しているカミヤムｰネ断層で鋭

く切られている.しかしレバノン山脈中央部ではほぼ

水平で背斜によりジュラ紀石灰岩が山頂部に露頭とし

てみられる.レバノン山脈のジュラ紀のケスルワン石

鹸

灰岩は典型的なカノレスト地形を示し墓石のように立ち

並ぶラピエやドリｰネが各処にみられ景観に色を添えて

'いる.ジュラ紀石灰岩はレバノン山脈南部では北北東

一南南西方向に走るヤムｰネ断層と北酉一南東のロウム

断層その交叉部に露出しまたアンチ･レバノン山脈で

はこれらの石灰岩は背斜性地塁として広く分布している.

レバノンの構造運動とくにペッカ地溝帯の形成はkバ

ノン内でははっきりしないが広く死海地溝帯の一部と

写真16レバノン山脈でみられるジュラ紀ケスルワン石灰岩(KesrouanLimestone)写真17

の示すカルスト地形墓石上に林立するのでラピエ墓石地形あるいはカッ

レンといわれる

白亜紀下部の基底砂岩(Gr6sdeBase)の斜層

理と断層を観察する学生達この基底砂岩層は約

300mの層厚をもち鋼層理の発達とともに各処

に亜炭層を爽む�
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してみればその成因が明らかになってくる.

さきに述べたようにペッカ地溝帯は｢死海地溝帯｣の北の延長

部にあたる.

中新世に始まったアフリカ大陸とアラビア半島との地殻の断裂

によって形成された紅海は中軸地溝をもち典型的な海嶺型の活

動帯と考えられている.この紅海は北端でスエズ湾とアカバ

湾とに分岐しアカバ湾は北に延びて死海ヨルダン谷ガリ

レｰ湖ベヅカを含む｢死海地溝帯｣となりシリア西部で消

滅するまで延々800kmも続いている.

｢死海地溝帯｣は地形的には東アフリカ地溝帯と大変良く似た

地溝をつくりまた海嶺型活動帯である紅海の北端に当るので

海嶺型活動帯の延長とも考えられるカミ実際に横ずれの運動

(左ずれ)が地溝の拡大をおこす開口性運動に比べてはるかに

大きいので死海地溝帯は紅海という海嶺型活動帯の末端に生

じたトランスフォｰム断層と考えられている.

地溝を限る断層は死海付近ではただ一つで数多くの平行する

断層で階段状に落ちているようなことはなく断層面は急傾斜し

ている.地溝全体の運動の向きは左ずれの成分も大きいカミ

垂直成分の方が大きい.死海地溝帯北部では地溝西縁は北西

方向の方向をもち雁行状に排列する数多くの断層によって境さ

れている(第4図).

死海地溝帯は全体として大きな左ずれ断層と考えられる､

死海地溝帯をまたいで両側にみられる地層や岩相分布で左ずれ

の証拠となる顕著な例を第5図に示した.プレカンブリア紀

から始新世までの各時代の地層をみるといずれも地溝帯をは

さんで両側で約ユ00}mくいちがって分布し地溝帯での左横

ずれの総変位量を示している.この約100kmのくいちがい

か中新世以後の運動によるものと考えられており多くの例が

示されているす恋わち全体で約100k㎜の水平ずれのうち

中新世の間に55～60km鮮新世に25～35k仙洪積世以後に

10～15kmそれぞれ動いたことによる.各期間の平均速度は

中新世には｡.亨･m/年鱒新世以降は0.6･m/年となり鮮新

世以後ほぼこの程度の速さで継続して左横ずれ運動がおこって

現在に及んでいる.垂直方向の運動も中新世以後おこってい

写真18
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1､海成三畳紀一ジュラ

紀堆積物の層厚(か

図6レバント地方の海成三畳紀一ジュラ紀

堆積岩の分布(HAssムN1963より)

ると推定されており第四紀の観察によれば少くとも第四紀を

通じてほとんど連続的に沈降がおこっている.(宝来帰一･鎮

ベイルｰトｰダマスカス街道沿いの白亜紀基底砂岩層の露頭で亜

炭層の爽みをみる学生達

写真19

レバノン山脈の北ラクルｰクのジュラ紀カルタバ地畳のシ

ンク･ホｰル落ちこんだ水はアフア(Afqa)で再び地

表に現われイブラヒム川の源流と狂る�
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画清高科学Vol.41.p.332-3451971による)

エクスカｰションではレバノン山脈を中心に主要な断

層や断層運動に伴う多くの現象カミ観察されたカノレタバ

の地塁状背斜やトリポリ近くのレバノン山脈西麓での重

力榴曲など印象に残っている.

(3)レバノンの石油探査

中近東といえば石油サウジアラビア･アラブ首長国

連邦･カタｰノレ･クウェｰト･バパレン･イラク･イラ

ンなどペルシア湾を中心とした諸国は現在世界有数の産

油量をほこっている.ところがこの中近東にも石油が

全くでないかあるいはほとんど産出しない国々もある.

レバノン･シリア･ヨルダンおよびイスラエルでとく

にレバノンではこれまで全く経済的に稼行できる石油は

見付かってい校い.

石油やガスアスファノレトなどの炭化水素の徴候はレ

バノンでも各処で見付かっておりR酬0U畑D(1955)に

よりまとめられている.これらの油徴ガス徴はほと

んどペッカ地溝帯と海岸平野のレバノン山脈沿いで見付

かっており例えばペッカ南部ノ･スバイヤ地域では紀元

前からアスファノレトの採掘地として知られており現在で

も凄み出したアスファノレトを浅い採掘井に溜め利用して

いる.これらの徴候はいずれも始新世一暁新世のマｰ

ノレ状石灰岩や上部白亜紀セノニアンのマｰノレ状チョｰク

質石灰岩の割れ目でみられる.

またレバノン北部のジュラ紀石灰岩の断層沿いに歴青

がみられ断層沿いの割洲ヨには油徴もしばしば観察さ

れる.篤二次世界大戦後イラク石油(IPC-I･･q

Pet･oleumCo岬any)とレバノン石油(Cげ一ComPagnie

写真20アフア(A{qa)の泉カルタバのシンク･ホｰルに落ちた水は

アフアで地表に現われる

しib･n･i･･d･･P6t･･1･･)の地質家達により地表精査物理

探査が行われレバノン国内で7本の試掘井が掘られだ

がいずれも成功していたい.7本目の試掘井は1967年に

掘られたが深度620mで放棄された.

このエクスカｰションでハスバイヤでアスファノレト

の採掘井をみたりセノニアン石灰岩の割れ目を観察し

たりジュラ紀石灰岩の割れ目を埋めている歴青を採取

したりしながら多くの議論が戦わされ石油の湧き出す

国から訪れた学生達は石油の探査の難しさを改めて認

識したようであった.

なぜレバノンで石油が見付からないのだろうか?

ストｰソリｰ(S…肌･･1974)によりまとめられた中

近東地域の構造地質図で明らかなように中近東の巨大

油田はペノレシア湾を中心としたいわゆるメソポタミア堆

積盆地内に分布している.メソポタミア堆積盆地は

地質時代に南のアフロｰアラビア大陸と北のユｰラシア

大陸の間にあったテｰチス海の一部にあたり現在の地

中海はテｰチス海の後身である.アフロｰアラビア大

陸の北上によりテｰチス海は変形し両大陸の衝突によ

りザグロス破砕帯オマｰンとマクラン沿岸トルコの

ビトリス衝上げなどで代表される大変動帯を形成しこ

れらはテｰチス海の接合部を代表している.テｰチス

海接合部の南には炭酸塩岩を主体とする典型的な劣地向

斜堆積物カミ堆積し三畳紀から中新世初期までつづきメ

ソポタミア堆積盆地を形成した.このメソポタミア堆

積盆地の油田の産油層は中生代64%(ジュラ紀26%白亜

紀38%)新生代36%である.ペルシア湾東岸のイラ

ン油田はその主要産油層は新生代で西岸の湾岸諸国

サウジアラビア油田の主要産油層は中生代白亜紀層とな

っておりさらに西のアラビア層状地に近付くに従い産

油層は中生代ジュラ紀層と古くなる傾向がある.産油

層の特徴としてはジュラ紀上部と白亜紀下部では造礁

石灰岩層が多く巌た白話紀中1上部ではパハレンやブ

ルガン油層のような砂岩の発達した層準が多い山

レバノンの地質層序で明らか匁ようにレバノ〃)海

成堆積物の文体はジ瓜ラ紀1自強記の中生代炭酸塩岩で

兇掛け獄メソポタミア堆積盆地の堆積物と似ているが

堆積環境は全く異たっている.地質構造劇でみられる

ようにレバノンはメソポタミア堆積無地を形成した静か

な浅い環境とは異匁!〕東から酒に向って急斜している.

また呼噺世以降のレバノンでの構造運動は激しく産油

層として期待される炭酸塩岩層準は断層により強烈に

砕断されておりまた表層水が地下の貯溜層中に侵入し

て鉱床を破壊した可静性も高い､

ヘイドン教授ら(跳m…ユ977,R酬㎝ム･･1955)は�
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石油の集積は先ジュラ紀に期待し得るとしている.な

種なら先ジュラ紀の層準は大規模な断層運動の影響を受

けておらずまたレバノン近隣講国の地質からこれら

の層準は石油貯溜層となり得る多くの頁岩･÷一ルや蒸

発岩類を介在しているからとしており三畳紀に期待を

つないでいる.ところが現在までにレバノンでは三畳

紀の地層は見付かっておらず更に深い層序試掘井が望

まれている.先ジュラ紀の滴閏の探鉱の中心は大陸

棚と山岳地帯を挙げているがハッサンによるレバント

地方の海成三畳紀一ジュラ紀堆積岩の分布図によれば

(第6図)イスラエルでの層厚約3,000㎜の油田を除きい

ずれも層厚の薄い地域に油岡は見付かっておりレバノ

ンでの発見の期待は薄いようにみえる.なおシリア北

東端の油田ルメイランはメソポタミア堆積盆地の北西端

にあたっている.

中近東地方でもっとも景色がよく水も豊かでしかも貿

易･金融の中心として地の利を占めているレバノンは

残念ながら石油がでたい.天は二物を与えずというこ

とだろうか.ヘイドン教授達が主張する先ジュラ紀の

地層の探査も遠い将来に在りそうである.

エピロｰグ

4月中旬雨期の終った直後の二週間にわたったレバ

ノンの山歩きは全く素晴らしかった.各時代の遺跡が

国中各地にあり地質巡検というよりも観光旅行的色彩が

強かったがベイルｰト･アメリカ大学のスタッフの協

力で引きしまったものと狂った.

1975年以来の内戦で当分はレバノンの山歩きもできそ

うにない林況なので｢中近東フィｰルド･ノｰト｣の中

にレバノン･エクスカｰションを組み込んでみた.
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